
資料：住民基本台帳(各年 4月 1日現在)

6



資料：住民基本台帳(各年 4月 1日現在)

資料：住民基本台帳(2023 年 4 月 1 日現在)

資料：一宮市の人口動態、愛知県人口動態統計、内閣府

一宮市 愛知県 全国
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資料：国勢調査

一般世帯数 世帯当たり人員数
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男性世帯 女性世帯

資料：国勢調査

高齢者単独世帯数の推移

資料：国勢調査
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資料：一宮市：政策課、愛知県：愛知県県民文化部男女共同参画推進課、全国：内閣府資料

　全国調査の審議会等における女性委員割合の推移についても、女性委員の割合は

上昇傾向にありますが、一宮市の比率は全国、愛知県に比べ依然として低水準の傾

向があります。
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資料：令和 2年国勢調査

※Ｍ字カーブ
日本の女性の労働力率を年齢階級別にグラフ化したとき、30代を谷とし、20代後半と40代後半が山に
なるアルファベットのＭのような形になることをいう。

※
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がん検診の精密検査受診率の推移

資料：保健総務課

※対象者は 20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70 歳の節目年齢の女性

資料：健康支援課
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資料：子ども家庭相談課
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資料：内閣府「配偶者暴力相談支援センターにおける配偶者からの暴力が関係する相談件数等の結果について」

女性 男性

　一宮市の「DV の相談件数の推移」についてみると 2018 年度から 2022 年度

にかけて減少傾向にあります。

　  「【全国調査】DV の相談件数の推移」についてみると、2021 年度には減少に

転じたものの依然高水準となっています。また、2020 年 4 月に内閣府が開設した

24 時間対応可能な電話、メール、SNS の相談窓口「DV 相談プラス」の相談件数

も一定数あることが分かります。

　  「【全国調査】配偶者からの被害経験」についてみると「何度もあった」「１、２

度あった」を合わせた被害経験がある人の割合は女性で 25.9％、男性で 18.4%と

女性のほうが被害にあう経験が多いこと分かります。
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資料：内閣府「男女間における暴力に関する報告書(令和 2年度調査)」
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ひとり親世帯※の世帯数の推移

包括支援センターでの高齢者相談件数の推移

資料：国勢調査

資料：高年福祉課

男親と子 女親と子

※男親または女親と子からなる世帯

　ひとり親世帯の世帯数は、増加の一途をたどっています。また、高齢者人口の増

加に伴い、包括支援センターでの高齢者相談件数も増加傾向にあります。
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77.8 9.5 12.8
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　前回(2018 年 )の一宮市調査と比較すると、「男性優遇」と感じる人の割合が増

加しています。また全国調査、愛知県調査と比較すると「男性優遇」と感じている

人の割合は低く、平等と感じている人の割合が高い傾向があります。
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　前回(2018 年 )の一宮市調査と比較すると、「男性優遇」(「男性が優遇されてい
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　「男性優遇」(「男性が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」)と回答した人の割合が６割を超え、前回調査(2018年)時より増加してい

ます。

　全国調査、愛知県調査と比較すると「男性優遇」と回答した人の割合は低い状況

です。
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　「男性優遇」(「男性が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」)と回答した人の割合が６割を超え、「平等」と回答した人の割合は１割程度

と社会全体として「男性優遇」の意識は依然高い結果となっています。

　前回(2018年)の一宮市調査と比較すると、「男性優遇」の意識は変化の傾向はあり

ません。

　また全国調査、愛知県調査をとおして社会全体として「男性優遇」の意識は高い傾

向があります。
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